

























































































































































































































































新町 521 26.2 341 7.8 862 13．6 60.4
堀江 221 11．1 78 1.8 299 4.7 73.9
南地 740 37.2 1．837 42 2.577 40.5 28.7
北新地 477 24 111 2.5 588 9.3 81．1
松島 32 1.6 818 19 850 13．4 0.4
高砂町 0 0 663 15 663 10．4 0
花
??
町 0 0 517 12 517 8．1 0































































新規 2 1 26 一






















新規 2 0 1 一






















新規 7 0 84






















新規 7 1 4






























北新地 明治33 66,700 288.000 4 32





























































































































































































































芸娼妓扱店数小計 21 13 73




















































































336人 3円50銭 2円50銭 1円 794席 31,476人 72,245.45円
4．1－24
(24日）
1.311.5人 3.010.2円 2.3円 215円 8.96円 1．65
??????
166人 3円 2円 ー 450席 13,148人 32,795円
5．1－21
(21日）
626.1人 1,561.7円 2.5円 197.6円 9.41円 1．39
?????
185人 3円 2円 1円 未詳 9,000人 18,000円
3．10－30
(21日）








































































































































花街 回次 演目 作歌者 振付者 音曲担当者 舞台担当者
??
第36回
芦辺踊
南北遊記 生田南水
花柳寿輔，
同徳太郎，
同輔次郎，
山村若子
杵屋六四郎，
同長三郎，
望月長左久，
同太左衛門
木村芳忠，
森下露風（考案）
???
第6回
浪花踊
ふかみ草 半井桃水
西川石松，
同花子／
同信松
同霞中
杵屋勝太郎／
同六喜正，
常磐津文字太
夫、同文字八，
望月太左衛門，
同長左久
野村芳光，
木村芳忠，
田中芳隆，
中村儀右衛門，
三越呉服店
??
第6回
木花踊
天神記 井関鴨州
西川嘉儀
同嘉徳
今藤長三郎，
六合新三郎，
野澤吉弥
(未詳）
??
(休演中）
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拡大」を実施（明治30年4月，東成郡・西成郡の
接続町村28を編入）し，面積も3.5倍に拡大した
が，同年末（編入後）の大阪市人口758,285人に
比し，前年（編入前）は504,226人であった（｢明
治大正大阪市史』第2巻,1935,119頁)。編入地
域の人口が編入時点で18万7千余人であったこと
(『新修大阪市史」第5巻(1991,246頁）を勘案
すれば，人口増加の原因は市域拡大だけでなく，
旧四区自体の人口伸長に求める必要があろう。編
入後も，大阪市の人口は3.2～7％の比率で伸び
続けた。なおこの間，大阪市への流入人口も増加
が続き，明治36年には397,830人（男243,815人，
女154,015人）に達した（同22年は144,552人，同
30年は254,029人（男女比は未詳）である（｢明治
大正大阪市史』第2巻,146頁)。流入数の大多数
が市域外から転入した労働者人口とみてよかろう。
｢新修大阪市史j第6巻(1994),第4章第3節「北
の大火」（810頁)。
｢大阪朝日新聞」明治42年8月2日付紙面。
｢同上』明治42年8月3日付紙面。
『同上』明治42年8月4日付紙面。
『同上』明治42年8月5日付紙面。
｢同上」明治42年8月6日，8日付紙面。
『同上」明治42年8月12日付紙面「臨時大阪市会」
｢新設道路確定」「北新地は其の儘｣。下線は引用
者による。
｢同上』明治42年8月12日付紙面「耶蘇教徒と北
新地｣。
『同上』明治42年9月10日付紙面｢北新地は待合｣。
｢告示」第315号は，「大阪府公報」号外（明治42
年9月10日）による。
『同上』明治42年8月ll日付紙面｢北新地の今昔｣。
『同上』明治42年9月ll日付紙面「北新地廃止に
就て｣。「府令」第80号は,「大阪府公報」号外（明
治42年9月10日）による。
｢同上』明治42年9月12日付紙面｢今後の北新地｣。
｢大阪毎日新聞』明治43年4月1日付紙面「今日
からの北の新地愈々席貸業に商売変へ｣。
胴上』明治42年9月12日付紙面｢北廓移転の御願｣。
『大阪朝日新聞』明治45年1月17日付紙面「南区
の大火｣。
『同上」明治45年1月20日付紙面「知事官邸内の
秘密会議｣。
同上。
｢大阪朝日新聞」明治45年1月21日付紙面「遊廓
る。そのような北新地が出現したのは，娼妓を全
廃し，芸妓のみの花街として再生して以降のこと
であろう。このことはまた，大阪社会と他の三花
街との関わりを推察する上でも，一つの視角とな
らないだろうか。
なお筆者らは，北新地の史料（佐藤家史料を中
心とする）に依拠して研究を始めたこともあり，
他の三花街の研究が手薄であることを否めない。
今後，他の研究者の手によって，南地五花街，新
町,堀江の研究が行われ,北新地の研究と併せて，
大阪花街全体の研究が進展する事を庶幾するもの
である。
7）
【注】
?????????
????l)「北の新地」が正式名称であるが，以下の本稿で
は「北新地」と記載する。
2）江戸時代に多数存在した遊廓を整理するきっかけ
は，明治初年の開港と，それに続く松嶋遊廓の開
設であった。松嶋については佐賀朝氏による一連
の研究があり，近年のものとしては，佐賀「近代
巨大都市の社会構造一明治期大阪の都市内地域」
（佐藤信・吉田伸之編「新大系日本史6都市社会
史｣，山川出版社2001),同「居留地付き遊廓一
東京と大阪」（佐賀・吉田編『シリーズ遊廓社会』
②，吉川弘文館,2014)などがある。
3）「明治大正大阪市史』第1巻（日本評論社，
1934)。第9章16「遊廓」(800頁）に，開港以来
大正期までの沿革が記される。
4）南木芳太郎編「郷土研究上方』。特に第28号
(1933)は「上方遊郭号」である。
5）笠井津加佐・笠井純一「北陽浪花踊の新出史料と
大阪四花街「春の踊」の変遷」（｢人間社会環境研
究」第32号,2016),同「戦前期「北の新地」街
並みの復原－竹本住大夫氏，田村富子氏，肥田晧
三氏，西川梅十三氏の聞取り記録と文献史料をも
とに一」（｢金沢大学日本史学研究室紀要」第3号，
2017)。
6）大阪市の人口は，明治22年末に472,247人であっ
たが，同36年末には988,728人に倍増している。
もっともこの間大阪市はいわゆる「第一次市域
14)
15)
16)
17)
????
20）
21)
2）
23）
24）
明治後期における大阪花街の変貌と「春の踊」競演の出現 197
移転と陰謀｣。
25）『同上」明治45年2月6日付紙面「難波新地愈廃
止｣。「大阪府告示」第35号は，「大阪府公報」号
外（明治45年2月5日）による。
26）昭和期に入ってからではあるが，雑誌「上方」を
編集・発行した南木芳太郎は，姉や妻を伴って北
陽浪花踊を観覧している（大阪市史編纂所所蔵
「南木芳太郎日記』昭和9年5月1日条。「大阪市
史史料」第77輯2011,61頁他)。また大阪大学
名誉教授脇田修氏の記憶によれば，脇田氏御父君
（大阪市北区在住の経営者）は花街には全く無縁
の人であったが，「浪花踊だけは別」で観覧する
こともあったという。
27）注5）拙稿(2016)参照。
28）各花街とも，愛蔵版番付（芸妓の顔写真・舞台写
真を掲載。有料)，簡易版番付（無料か）の他，「唱
歌｣「(作歌)解説｣「出番｣のリーフレット三種(三
折または四折）を作成していたようである（肥田
晧三氏のご教示およびご所蔵史料による)。
29）大林宗嗣著「民衆娯楽の実際研究』（大原社会問
題研究所,1922)。第9章｢大阪市の娯楽施設｣に，
南地，北新地，堀江の興行に関する数値が掲げら
れている。但し，「近代歌舞伎年表大阪篇』第6
巻（八木書店1991,476頁）では，木花踊の日
程を3月10日から29日までとしていて，表6の記
載と一致しない。
30）北陽演舞場に二等席があったことは，『北陽浪花
踊番付」（愛蔵版）の口絵に，「二等控室」の写真
が掲げられていることから推定できる。
31)「近代歌舞伎年表大阪篇』第6巻（八木書店，
1991,476．486．497頁)。
32）松川二郎著『三都花街めく､り」〔誠文堂文庫〕（誠
文堂,1932)。三谷憲正編「コレクション・モダ
ン都市文化」第22巻〔花街と芸妓〕（㈱ゆまに書
房,2006)に収録された。
33）中井浩水「回頭春の踊」（｢上方」第4号,1931)
によれば，「派手な南地に地味な北陽芸者の数
は少くっても芸自慢の土地柄，その芸自慢の黒幕
には故人小林剛三翁と佐藤お国夫妻が控へてゐ
た，小林翁を扶けて佐藤駒次郎氏がゐた，佐藤氏
は在来ずつと北陽の技芸部長として丁度南地の森
下父子と併称すべき人，佐藤氏に一切を任して悠
然たる取締大西熊吉氏，他廓には事務所演舞場に
政争一ちと仰山だが－はあっても北陽にだけは一
向にそれがない」とある。大火および災後の復興
34）
35）
36）
37）
38）
を乗り切った経営者等の結束によるものであろう。
鷲谷樗風「阪口祐三郎伝』（(合)大和屋,1955)。
なお松田有紀子氏も阪口について，「南地大和屋
という芸妓置屋の経営者である。1910(明治43)
年に大和屋芸妓養成所を設立したほか，芸妓によ
る舞踊公演あしべ踊を主催するなどの進取的な試
みを戦前から行っていたことで知られている」と
指摘している（松田「芸妓という労働の再定位
一労働者の権利を守る諸法をめぐって」「生存学
研究センター 報告」第17号,2012)。また小林一三
は，親交があった阪口の「カフェーやバーが繁昌
する，芸妓の前途はどうなるでせうか」という質
問に答え，芸妓は，演舞場専属の芸術家・女優と
位置付ける／演舞場は組合の管理のもとに，民衆
享楽の殿堂として開放する／演舞場では，連日無
休で映画を上映する／映画の合間には，芸妓の舞
踊・新舞踊・素嚇し等を上演する／芸妓オーケス
トラを編成する／ダンスホールやカフェーを設
け，芸妓が交代で出勤する／入場料は，一円均一
とする，などの助言を与えたという（小林「私の
描く未来の大阪花街｣，『私の行き方j,1935)。一
方で小林は，「花柳界は我国に於ける社交の中心
である」とも述べていた（小林「花柳界と演劇｣，
『同』)。小林はおそらく，民衆娯楽の場（演舞場）
と伝統芸能を伝承する場（待合）の二つの機能を
花街にもとめ，阪口はこれに沿って将来構想を描
いたのであろう。
注5）拙稿(2016)参照。
注5）拙稿(2017)参照。
『大阪大火画報』〔グラヒツク1巻16号臨時増刊〕(有
楽社,1909)｡明治42年7月31日北区の大火の記録。
大阪市立中央図書館蔵。
引用史料中にみえる「席貸業」は，大火後の北新
地で営業を認められた「席貸」とは全く異なる。
松川二郎著「三都花街めく、り」（注31)参照)138
頁によれば，「一種特別な家で表面の届出は旅館
兼料理店となって居る。（中略）普通の旅客を泊
めず一現の客をせず，又芸妓扱席との間に聯絡も
ない。要するに連込専門の家」で，支払いが貸席
と席貸と二重になり，贄沢なので近年は余り流行
らなくなったというが，昭和7年当時，曾根崎に
も一軒が残っていた。
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